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（【1908】機関名：金沢大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）

連合大学院
共同教育課

程
12名

11． 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８．
学生の所属する
専攻等名

金沢大学大学院自然科学研究科
　数物科学専攻，物質化学専攻，機械科学専攻，電子情報科学専攻，環境デザイン学専攻，
　自然システム学専攻
金沢大学大学院医薬保健学総合研究科
　医科学専攻，医学専攻，薬学専攻，創薬科学専攻，保健学専攻
金沢大学大学院先進予防医学研究科先進予防医学共同専攻
金沢大学大学院新学術創成研究科融合科学共同専攻，ナノ生命科学専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

9． 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別　
※ 該当する場合には○を記入

10. 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

７．
授与する博士学
位分野・名称

博士（理学），博士（工学），博士（医学），博士（薬学），博士（創薬科学），博士
（保健学），博士（融合科学），博士（ナノ科学）又は博士（学術）

ナノバイオサイエンス関連

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

なし

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

６． 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

D

最も関連の深い区分
（中区分）

28 ナノマイクロ科学およびその関連分野

最も関連の深い区分
（小区分）

28040

５． 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

②社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域

関連する領域（１）
【任意】

①我が国が国際的な優位性と卓越性を示している研究分野

関連する領域（２）
【任意】

関連する領域（３）
【任意】

４．
プログラム

コーディネーター

  　　ふりがな （はなやま　りきなり）

氏名（職名） 華山　力成（金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授）

３． プログラム責任者
      ふりがな （おおたけ　しげき）

氏名（職名） 大竹　茂樹（金沢大学理事・副学長）

https://nano-wise.w3.kanazawa-u.ac.jp/

２． 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院に
よるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

 　  ふりがな (わだ　たかし)

氏名（職名） 和田　隆志（金沢大学長）

卓越大学院プログラム　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目1２、１３については非公表]

機関名 金沢大学 整理番号 1908

１．

プログラム名称 ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム

英語名称

ホームペー
ジ（URL）
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[公表]

プログラム担当者一覧             
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

神経科学
生理学

講義・カリキュラム担当、ナノ脳神経
学コース担当（運営・学生指導） 128 三枝　理博 ﾐｴﾀﾞ ﾐﾁﾋﾛ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授

博士（理
学）

1

27 河崎　洋志 ｶﾜｻｷ ﾋﾛｼ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授 医学博士 脳神経医学
ナノ脳神経学コース担当
（運営・学生指導） 1

26 南保　英孝 ﾅﾝﾎﾞ ﾋﾃﾞﾀｶ
金沢大学・理工研究域電子情報通信学系・
准教授

博士（工
学）

人工知能
講義・カリキュラム担当、ナノ先制医
学コース担当（運営・学生指導）

1

（【1908】機関名：金沢大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）

ナノ先制医学コース担当
（運営・学生指導） 1

25 原田　憲一 ﾊﾗﾀﾞ ｹﾝｲﾁ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

人体病理学
講義・カリキュラム担当　講義・カリ
キュラム担当　ナノ先制医学コース

病原微生物
学

ナノ先制医学コース担当
（運営・学生指導） 1

24 矢野 聖二 ﾔﾉ ｾｲｼﾞ
金沢大学・医薬保健研究域医学系・がんセ
ンター長・教授

博士（医
学）

臨床腫瘍学

23 岡本　成史 ｵｶﾓﾄ ｼｹﾞﾌﾐ 金沢大学・新学術創成研究機構・教授
博士（歯
学）

1

22 藤永　由佳子 ﾌｼﾞﾅｶﾞ ﾕｶｺ 金沢大学・医薬保研研究域医学系・教授 医学博士 細菌学
ナノ先制医学コース担当
（運営・学生指導） 1

ナノ先制医学コース　産学
連携協力担当 1

21 平安　恒幸 ﾋﾗﾔｽ ｺｳﾕｷ
金沢大学・先進予防医学研究センター・特
任准教授

博士（保健
学）

免疫学
ラボローテーション指導担
当（運営・学生指導）

感染症学、
寄生虫学

ナノ先制医学コース担当（運営・学生
指導），講義・カリキュラム担当 1

20 原　章規 ﾊﾗ ｱｷﾉﾘ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・准教授
博士（医
学）

公衆衛生学

19 所　正治 ﾄｺﾛ ﾏｻﾊﾙ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・准教授
博士（医
学）

1

18 井上　啓 ｲﾉｳｴ ﾋﾛｼ 金沢大学・新学術創成研究機構・教授
博士（医
学）

代謝栄養生
理学、食生
活学

ナノ先制医学コース担当
（運営・学生指導） 1

ナノ先制医学コース担当
（運営・学生指導） 2

17 中島　美紀 ﾅｶｼﾞﾏ ﾐｷ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（薬
学）

薬物代謝学
医薬品安全
性学

ナノ先制医学コース担当
（運営・学生指導）

腫瘍学
分子病理学

ナノ先制医学コース担当
（運営・学生指導） 1

16 倉知　慎 ｸﾗﾁ ﾏｺﾄ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

分子生物学
免疫学

15 大島　正伸 ｵｵｼﾏ ﾏｻﾉﾌﾞ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授 獣医学博士

1

14 平尾　敦 ﾋﾗｵ ｱﾂｼ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授 医学博士
幹細胞生物
学

ナノ先制医学コース担当
（運営・学生指導） 1

プログラム運営委員、産学連携協力担
当、講義・カリキュラム担当 1.5

13 篁 俊成 ﾀｶﾑﾗ ﾄｼﾅﾘ 金沢大学・医薬保研研究域医学系・教授 医学博士
内分泌・代
謝内科学

ナノ先制医学コース担当
（運営・学生指導）

イノベーション
論、マーケティ
ング論

講義・カリキュラム担当、
プログラム運営委員 1

12 松本 邦夫 ﾏﾂﾓﾄ ｸﾆｵ
金沢大学・がん進展制御研究所・研究所
長・教授 理学博士 生物化学

11 金間　大介 ｶﾅﾏ ﾀﾞｲｽｹ
金沢大学・融合研究域融合科学系・ 准教授
教授

博士（工
学）

1.5

10 米田　隆 ﾖﾈﾀﾞ ﾀｶｼ 金沢大学・融合研究域融合科学系・教授
博士（医
学）

健康増進・医
学・メデイカル
イノベーション

プログラム運営委員、講義・カリキュラム担

当、ナノ先制医学コース担当、ナノ診断開発

コース担当（運営・学生指導）
1.5

ナノ環境科学ｺｰｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ、産学連携、
講義・ｶﾘｷｭﾗﾑ、ﾗﾎﾞﾛｰﾃｰｼｮﾝ指導担当 1

9 古寺　哲幸 ｺﾃﾞﾗ ﾉﾘﾕｷ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（理
学）

生物物理学
講義・カリキュラム担当、ナノ診断開
発コース担当（運営・学生指導）

ゲノム医科
学

ナノ先制医学コースマネージャー、ナ
ノ先制医学コース担当（運営・学生指
導）

1

8 長谷川　浩 ﾊｾｶﾞﾜ ﾋﾛｼ 金沢大学・理工研究域物質化学系・教授
博士（理
学）

分析化学
環境化学

7 田嶋　敦 ﾀｼﾞﾏ ｱﾂｼ
金沢大学・医薬保健研究域医学系・先進予
防医学研究科長・教授

博士（理
学）

1

6 菊知　充 ｷｸﾁ ﾐﾂﾙ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

児童精神医
学

ナノ脳神経学コースマネージャー（運
営・学生指導）・産学連携協力担当 1

プログラムマネージャー、プログラム
運営委員、講義・カリキュラム担当 10

5 飯山　宏一 ｲｲﾔﾏ ｺｳｲﾁ
金沢大学・理工研究域フロンティア工学
系・自然科学研究科長・教授

博士（工
学）

光エレクトロニ
クス、計測工学 プログラム運営委員

神経解剖学
神経科学

プログラム運営委員、ナノ脳神経学
コース担当（運営・学生指導） 1

4 市村　宏 ｲﾁﾑﾗ ﾋﾛｼ
金沢大学・医薬保健研究域医学系・特任教
授 医学博士

ウイルス学
国際保健学

3 堀　修 ﾎﾘ ｵｻﾑ
金沢大学・医薬保健研究域医学系・医薬保
健研究域長・教授

博士（医
学）

2 華山　力成 ﾊﾅﾔﾏ ﾘｷﾅﾘ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（医
学）

（プログラムコーディネーター）

細胞生物学 プログラムコーディネーター 2

1 大竹　茂樹 ｵｵﾀｹ ｼｹﾞｷ
金沢大学副学長・理事・教授，融合研究域
長 医学博士

血液内科
学、病態検
査学

プログラム責任者 1

番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

１4．

現在の専門 役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)
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0.556 Yuri Korchev ﾕｰﾘ ｺﾙﾁｪﾌ

Professor of Biophysics, Department of 
Medicine, Imperial College London 
(England)，金沢大学・ナノ生命科学研究
所・主任研究員

Ph.D.in 
Biophysics and 
Cytology

Biophysics 博士論文研究

（【1908】機関名：金沢大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム）

0.5

55 Mark MacLachlan ﾏｰｸ ﾏｸﾗｸﾗﾝ

Professor, Department of Chemistry, 
University of British Columbia 
(Canada)，金沢大学・新学術創成研究機構
ナノ生命科学研究所・主任研究員

PhD in 
Chemistry

Supramolecu
lar 
Chemistry

博士論文研究 0.5

ナノ診断開発コース担当（運営・学生
指導）・産学連携協力担当 1

54 Adam Stuart Foster ｱﾀﾞﾑ ｽﾁｭｱｰﾄ ﾌｫｽﾀｰ
Department of Applied Physics, Aalto 
University, (Finland)・Professor，金沢
大学・ナノ生命科学研究所・主任研究員

PhD in Theoretical 

Solid State 

Physics

Theoretical 
Solid State 
Physics

博士論文研究

超分子化学
錯体化学

ナノ診断開発コース担当
（運営・学生指導） 1

53 西村　達也 ﾆｼﾑﾗ ﾀﾂﾔ 金沢大学・理工研究域物質化学系・准教授
博士（工
学）

ナノマテリア
ルサイエン
ス・機能性高
分子合成

52 酒田　陽子 ｻｶﾀ ﾖｳｺ 金沢大学・理工研究域物質化学系・准教授
博士（理
学）

0.5

51 柴田　幹大 ｼﾊﾞﾀ ﾐｷﾋﾛ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（工
学）

生物物理学
ナノ診断開発コース担当（運営・学生
指導）、産学連携協力担当 1

ナノ診断開発コース担当（運営・学生
指導）、産学連携協力担当 1

50 高橋　康史 ﾀｶﾊｼ ﾔｽﾌﾐ
古屋大学・大学院工学研究科電子工学専
攻・教授，金沢大学・ナノ生命科学研究
所・特任教授

博士（学
術）

電気化学計
測

ナノ診断開発コース担当（ラボロー
テーション指導担当(運営・学生指
導）)

超分子化学
錯体化学

ナノ環境科学コース担当
（運営・学生指導） 1

49 福間　剛士 ﾌｸﾏ ﾀｹｼ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（工
学）

ナノ計測工
学

48 秋根　茂久 ｱｷﾈ ｼｹﾞﾋｻ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（理
学）

1

47 瀬戸　章文 ｾﾄ ﾀｶﾌﾐ
金沢大学・理工研究域フロンティア工学
系・教授

博士（工
学）

化学工学
ナノ環境科学コース担当
（運営・学生指導） 1

ナノ環境科学コース担当（運営・学生
指導）、講義・カリキュラム担当 1

46 比江嶋　祐介 ﾋｴｼﾞﾏ ﾕｳｽｹ
金沢大学・理工研究域フロンティア工学
系・准教授

博士（理
学）

分光計測
高分子物性
反応工学

ナノ環境科学コース担当、ラボロー
テーション指導担当（運営・学生指
導）

大気環境科
学

ナノ環境科学コース担当、ラボロー
テーション指導担当（運営・学生指
導）

1

45 髙橋　憲司 ﾀｶﾊｼ ｹﾝｼﾞ 金沢大学・理工研究域生命理工学系・教授
博士（工
学）

化学反応工
学

44 松木　篤 ﾏﾂｷ ｱﾂｼ
金沢大学・環日本海域環境研究センター・
准教授

博士（理
学）

1

43 徳田　規夫 ﾄｸﾀﾞ ﾉﾘｵ 金沢大学・ナノマテリアル研究所・教授
博士（工
学）

半導体工学
表面・界面制
御

ナノ環境科学コース担当、講義・カリ
キュラム担当、ラボローテーション指
導担当

1

ナノ環境科学コース担当（運営・学生
指導）、講義・カリキュラム担当 1

42 古山　渓行 ﾌﾙﾔﾏ ﾀﾆﾕｷ 金沢大学・理工研究域物質化学系・准教授
博士（薬
学）

有機合成化
学
機能材料化
学

ナノ環境科学コース担当
（運営・学生指導）

有機系太陽
電池

ナノ環境科学コース担当
（運営・学生指導） 1

41 淺川　雅 ｱｻｶﾜ ﾋﾄｼ 金沢大学・ナノマテリアル研究所・准教授 博士(工学)
ナノ計測
界面化学

40 當摩　哲也 ﾀｲﾏ ﾃﾂﾔ 金沢大学・ナノマテリアル研究所・教授
博士（工
学）

1

39 前田　勝浩 ﾏｴﾀﾞ ｶﾂﾋﾛ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（工
学）

高分子合成
産学連携協力担当，ナノ環境科学コー
ス（運営・学生指導） 1

講義・カリキュラム担当、
ナノ神経科学コース担当 1

38 Richard Wong ﾘﾁｬｰﾄﾞ ｳｫﾝｸﾞ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・教授
博士（医
学）

分子細胞生
物学

ナノ脳神経科学コース担当
（運営・学生指導）

神経心理学
講義・カリキュラム担当、ナノ脳神経
学コース(運営・学生指導) 1

37 佐藤  　純 ｻﾄｳ ﾏｺﾄ 金沢大学・新学術創成研究機構・教授 博士(理学) 神経発生学

36 松井　三枝 ﾏﾂｲ ﾐｴ 金沢大学・国際基幹教育院・教授 博士(医学)

1

35 宮地　利明 ﾐﾔﾁ ﾄｼｱｷ 金沢大学医薬保健研究域保健学系・教授
博士（工学），
博士（医学）

磁気共鳴医
学，生体イ
メージング

ナノ脳神経学コース担当
（運営・学生指導） 1

ナノ脳神経学コース担当
（運営・学生指導） 1

34 中田　光俊 ﾅｶﾀﾞ ﾐﾂﾄｼ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授 医学博士 脳腫瘍学
ナノ脳神経学コース担当
（運営・学生指導）

神経精神薬
理学

ナノ脳神経学コース担当
（運営・学生指導） 1

33 横山　茂 ﾖｺﾔﾏ ｼｹﾞﾙ
金沢大学・子どものこころの発達研究セン
ター・教授 医学博士

分子神経生
物学

32 金田　勝幸 ｶﾈﾀﾞ ｶﾂﾕｷ 金沢大学・医薬保健研究域薬学系・教授
博士（薬
学）

1

31 西山　正章 ﾆｼﾔﾏ ﾏｻｱｷ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

分子生物学
ナノ脳神経学コース担当
（運営・学生指導） 1

ナノ脳神経学コース担当
（運営・学生指導） 1

30 尾﨑　紀之 ｵｻﾞｷ ﾉﾘﾕｷ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

疼痛学
講義・実習指導担当、ナノ脳神経学
コース担当（運営・学生指導）

29 山本　靖彦 ﾔﾏﾓﾄ ﾔｽﾋｺ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授 医学博士
生化学、病
態医化学

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

１４．プログラム担当者一覧（続き）
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83

82

81

80

79

78

1

77 坂本　二郎 サカモト　ジロウ
設計製造技術研究所・新学術創成研究科
長・教授

博士（学
術）

計算力学，最
適設計，バイ
オメカニクス

プログラム運営委員 1

産学連携協力担当 0.5

76 絹谷　清剛 キヌヤ　セイゴ
医薬保健研究域医学系・医薬保健学総合研
究科長・教授 医学博士 核医学 プログラム運営委員

光情報処
理，光応用
計測・制御

産学連携協力担当 0.5

75 山﨑 康平 ヤマザキ　コウヘイ
ケアプロ株式会社・交通医療事業部・マ
ネージャー 法学士

人材育成，
事業開発

74 豊田　晴義 トヨダ　ハルヨシ
浜松ホトニクス株式会社・執行役員・中央
研究所長

博士（工
学）

0.5

73 中　俊明 ナカ　トシアキ 澁谷工業株式会社・取締役副社長 工学士 技術一般 産学連携協力担当 0.5

ナノ診断開発コース担当
（運営・学生指導） 1

72 垣立　浩 カキダチ　ヒロシ
オリンパス株式会社・CTO統括室イノベー
ション推進・Director

修士（経営
学）

人材育成 産学連携協力担当

走査型プ
ローブ顕微
鏡

ナノ診断開発コース担当
（運営・学生指導） 1

71 角野　歩 スミノ　アユム 金沢大学・ナノ生命科学研究所・助教
博士（工
学）

生物物理学，
イオンチャネ
ル，原子間力
顕微鏡

70 宮澤　佳甫 ミヤザワ　ケイスケ
金沢大学・理工研究域フロンティア工学
系・助教

博士（工
学）

1

69 宮田　一輝 ミヤタ　カズキ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・助教
博士（工
学）

ナノテクノロ
ジー，原子間
力顕微鏡，固
体／液体界面

ナノ診断開発コース担当
（運営・学生指導） 1

ナノ診断開発コース担当
（運営・学生指導） 1

68 中山　隆宏 ナカヤマ　タカヒロ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・准教授
博士（理
学）

一分子動態観
察，原子間力
顕微鏡

ナノ診断開発コース担当
（運営・学生指導）

ナノサイエ
ンス

ナノ診断開発コース担当
（運営・学生指導） 1

67 紺野　宏記 コンノ　ヒロキ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・准教授
博士（薬
学）

生化学，1分
子計測

66 渡邊　信嗣 ワタナベ　シンジ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・准教授
博士（理
学）

10

65 塚　正彦 ヅカ　マサヒコ 金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授
博士（医
学）

血管壁脆弱
性，法医病理
学，血小板，
脳脊髄液

ナノ環境科学コース担当，ラボ
ローテーション指導担当（運
営・学生指導）

1

カリキュラム・運営, 産学
連携担当 10

64 吉田　孟史 ヨシダ　タケシ 金沢大学・ナノ生命科学研究所・特任助教
博士（薬
学）

免疫学 カリキュラム・運営

低温物理学
プログラム運営委員，講義・カ
リキュラム担当，ナノ環境科学
コース担当（運営）

1

63 米山　猛 ヨネヤマ　タケシ 金沢大学・自然科学研究科・特任教授 工学博士
塑性加工，ス
ポーツ工学， 
医療機器

62 松本　宏一 マツモト　コウイチ
金沢大学・理工研究域数物科学系・理工研
究域長・教授

博士（工
学）

0.5

61 石橋　太郎 ｲｼﾊﾞｼ ﾀﾛｳ ファイザーR&D合同会社社長
博士（薬
学）

医薬品開発 産学連携協力担当 0.5

産学連携協力担当 0.5

60 西部　隆宏 ﾆｼﾌﾞ ﾀｶﾋﾛ
富士フイルム和光純薬株式会社・主席研究
員

博士（理
学）

ライフサイ
エンス

産学連携協力担当

顕微鏡技術
一般

産学連携協力担当 1

59 森瀬　博史 ﾓﾘｾ ﾋﾛﾌﾐ

株式会社 リコー・リコーフューチャーズビ
ジネスユニットメディカルイメージング事
業センター臨床開発室MEG臨床開発グルー
プ・グループリーダー

博士（理
学）

理論物理学
脳科学

58 鶴旨　篤司 ﾂﾙﾑﾈ ｱﾂｼ
株式会社ニコンソリューションズバイオ営
業本部　AE部部長 理学士

57 島本　周 ｼﾏﾓﾄ ｼｭｳ

（株）ダイセル・研究開発本部先端材料企
画部・主席部員，金沢大学大学院自然科学
研究科次世代セルロース科学連携講座・特
任教授

博士（農
学）

セルロース誘
導体の化学と
物理

産学連携協力担当 1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

１４．プログラム担当者一覧（続き）
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【公表】 

進捗状況の概要【２ページ以内】 

進捗状況の概要として、①特筆すべき成果のあった事項、②計画通り進んでいる事項、③改善が必要
な事項、④プログラムとしての今後の見通しを簡潔に記載してください。 

① 特筆すべき成果のあった事項 
 

【全学の大学院教育改革への波及】 
プログラムの採択以降スタートした学内の博士人材育成事業を一元化し、もって大学院教育を質量

ともに大幅に拡充し、より多くの優秀な博士研究人材を選抜・育成することを目的とし、プログラム
を含む全ての博士人材育成事業を「金沢大学博士研究人材支援・研究力強化戦略プロジェクト」とし
て総括し、その中において卓越大学院プログラムを最上位に位置付けた。 
当該戦略プロジェクトのスタートと同時に、プログラムで培った、分野融合を旨とした教育カリキ

ュラム構築や NanoQE の実施、学外機関との連携構築に係る経験と知見を余すところなく活かし、全
教員が一丸となり大学院の教育力・研究力を質・量ともに飛躍的に発展させるべく、以下の改革を断
行した。 
１．プログラムで開発した科目を礎とし、新たに本学の全博士前期・修士課程及び博士後期・博士

課程学生必修科目（各 10 科目・4 科目）を新設  
２．博士後期・博士課程への学内進学者は、原則 QE により博士前期課程を修了する  
３．研究科・専攻に閉じがちであったカリキュラムの壁を越え、本学一線級の教員を担当教員とし

１の複数の科目を、「全学出動体制」で開講する  
以上のとおり、プログラムにおける実績・知見が、全学の大学院教育改革を着実に牽引している。 
【履修者の卓越性と知のプロフェッショナルとしての活躍の可能性】 
学術的に稀有な業績として、履修者のうち 1名が、高速原子間力顕微鏡（HS-AFM）により、ヒス

トンタンパク質の一種ヒストン H2A が DNA により包まれる過程を、ナノスケールかつリアルタイ
ムでの可視化に世界で初めて成功した。また、別の履修者 1 名については、米国化学誌『Journal of 
the American Chemical Society』にその研究成果が掲載された。 
社会実装の実績として、履修者のうち 1 名が、薄膜電子工学の技術を応用し高品質なブラックダイ

ヤモンドを製造販売するというビジネスプランを構築し、令和 2 年 12 月、石川県・石川県産業創出
支援機構が開催した「スタートアップビジネスプランコンテストいしかわ 2020」において、「人工ブ
ラックダイヤモンドの製造技術開発」に関するプランで優秀起業家賞及び学生賞を受賞した。このプ
ランを基に、宝飾品用途の人口ダイヤモンドを製造する日本唯一の会社「株式会社 Kanazawa 
Diamond」を設立した。 
さらに、履修者には卓越した研究者として自身のポテンシャルを高めるべく、あらゆる可能性を模

索する姿勢が培われている。「起業についての話が聞きたい」という履修者からの強い要望に基づき、
令和 3 年度にベンチャーキャピタリストを招き講演会を開催した。履修者はチームとなり会の企画段
階から司会進行・終了後の「雑談の場」に至るまで全ての運営を担当した。このように、経営をリー
ドする俯瞰力や他分野の研究者に自身の考えを伝える能力を実践の場で培っている。 
【他大学の卓越大学院プログラムとの連携】 
本学と同じく卓越大学院プログラムを運営する、広島大学の「ゲノム編集先端人材育成プログラム」

との交流会を令和 4 年 3 月に開催した。専門や所属機関を異にする学生との、研究テーマやキャリア
プランについての活発な議論を通じ、研究の意義や将来のキャリアプランを互いに共有するという有
意義な機会となっている。広島大学とは今後もこの交流会を定期的に開催する旨、合意している。 
 
② 計画通り進んでいる事項 
 
【知のプロフェッショナルを育成するカリキュラムの構築とプログラム運営】 
教育カリキュラムを、１．入学前のプレプログラム、２．ブログラム基盤課程、３．専門コース課

程 の 3 つから構成し、それぞれのプロセスにおいて修得すべき知識や技能を定義し、独創力・俯瞰
力の構築から高度な専門性・国際性の獲得と教育成果を有機的に導くことにより、履修者が着実に知
のプロフェッショナルとして必要な力を培っている。 
【NanoQE の実施】 
プログラム基盤課程の最後に、専門コース課程に進むための試験とし NanoQE を実施。博士後期課

程進学後に早期に研究に着手させ、研究活動の充実を図ることを可能としていると同時に、ナノ医学・
ナノ理工学における基礎的知識を修得しているかを厳格に評価することで、専門コースへ進む学生の
質を担保している。 
【インターンシップ・海外研究留学】 
選択必修科目として上記のいずれかを選択させている。令和 3 年度に 2 名の学生が株式会社ダイセ
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ルでインターンシップに従事したほか、令和4年度には3名の学生がUniversity of British Columbia
（カナダ）へ留学することが決まっている。 
【分野融合を加速させるスキーム】 
履修者は所属研究室以外の専門分野の第 2 メンターの研究室で研究活動を行っている。専門分野が

異なるラボの学生と、自らが設定した融合研究を実施することにより、分野融合への更なる関心と基
礎力を養うと共に、「自身の研究内容を分野の異なる研究者に説明し、理解してもらう」という、研究
人材に必須の力を培っている。また、新たな共同研究への契機を創ることを目的の一つとしている。 
【充実した経済的支援】 
優秀な学生を獲得すると共に、研究に集中する環境を整備するため、以下の支援を実施している。 
〇入学料・授業料の全額免除 
〇博士後期・博士課程学生に対し月額上限 15 万円、博士前期・修士課程学生に対し同 5 万円の
教育研究奨励金を支給 

〇履修者を RA として雇用 
〇研究費年額 50 万円（令和 3 年度）を支給 

【国際性の涵養】 
コロナ禍にあるものの、プログラム活動の一環として国際会議への参加を推進した。本学の大学間

交流協定校との複数のシンポジウムへ、延べ 21 名の履修者が出席した。 
 
③ 改善が必要な事項 

 
【履修者同士の交流】 
研究活動により多忙であることも一因となり、履修者間で交流する機会や場が多くないため、こう

した機会を意識して設けることが必要であると考える。これまで開催している、講演会等終了後の「雑
談の場」などを活用し、今後は定期的に交流の機会を設ける。 
【広報活動】 
学内外におけるプログラムの一層の周知、及び、広報の拡充が必要であると考える。令和 3 年度に 

は広報戦略を再構築し、日英 2 言語の web サイトやパンフレットを刷新するなど、学外者に一層訴求
する内容とした。また、デジタルサイネージを導入し、学内におけるプログラムの活動内容の広報に
努めた。 
【キャリアパスの提示】 
履修者に対し修了後の多様なキャリアパスを明確に示すことが必要であると考える。日常的に産業

界から講師を招いているが、学生がどのような内容を当該講師から聞きたいのかを事前に確認し、講
師と打ち合わせた上で講演してもらうなど、産業界の講師と学生が関わる機会を一層充実したものと
する。 
 
④ プログラムとしての今後の見通し 

 
【NanoLSI アソシエイト】 
プログラム修了者へ付与する称号：NanoLSI アソシエイトに係る制度設計を完了する。修了者が産

業界へ進んだ後、WPI-NanoLSI の世界最先端の機器を操作できる技術士としてその技能や資質が評価
され、WPI-NanoLSI において研究を継続することにより、当該企業との連携加速や共同研究へのステ
ップアップへ資する制度とする。 
【NanoLSI Association】 
同窓会組織を創り、履修者と修了者間の継続的な係わりを構築する。修了者がロールモデルとなる

ことにより、履修者が将来の明確なキャリアパスを描く一助とする。 
【プログラムの継続性】 
本プログラムは現在、学長をトップに置く組織：グローバル人材育成推進機構の下で運営している

ところ、令和 4 年度以降は新たな全学組織である「未来創成教育環」で本プログラムを運営する予定
である。本組織は、第四期中期目標期間の開始年度となる令和 4 年 4 月に概算要求に基づき設置した
組織である。 
本学教育改革の抜本的飛躍を担う組織であり、高大接続・入試改革やダイバーシティ教育環境の構

築、文理融合型教育の推進等、本学のこれまでの教育改革実績を更に推し進めるとともに、教育・学
修環境の DX を中心とした改革を断行し、社会との共創教育を拡大する等、これまでにない新たな全
学組織である。 
プログラム、及び、プログラムを含む「博士研究人材支援・研究力強化戦略プロジェクト」をこの

教育環に設置された部門に組み入れ、恒常的に運営していく予定である。このように、中長期的な視
野と機動性、継続性をもって本プログラムを実施できる体制を確保している。 

 


